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論 文 内 容 の 要 旨 
 東アジア諸国においては、同じ名を有する仏教の仏・菩薩・諸天の姿や形象が異なって
いることがある。例えば、中国において観音菩薩は女尊として広く祀られ、韓国、日本に
も同じ傾向がある。しかし観音菩薩の発祥地であるインドでは元々男尊扱いであり、チベ
ット仏教においてインドの形象をそのまま受け継ぎ、現在でも男尊として祀られている。
そのため、チベットにおいてはその化身である多羅菩薩（ターラー菩薩）が女性の菩薩と
して観音菩薩を凌ぐほどの人気を有している。チベットの寺院に行くと、観音菩薩の左右
に白多羅と緑多羅が脇侍として祀られている組み合わせはよく見かける。多羅菩薩はチベ
ット仏教の中では現在でも非常に重要な崇拝対象であり続けている。一方、チベット以外
の東アジア地域の寺院においては、多羅菩薩を見ることは少ない。中国においてもこの女
尊は存在しているが、これはチベット仏教風の多羅菩薩に近い。さらに、日本にも観音菩
薩の一尊として三十三観音の一尊として祀られているが、一尊の女尊として単独に祀るこ
とはほとんどない。  
これらの尊格を調べる際、まず、他の宗教学研究、美術史学研究、図像学研究などの分
野にも触れる必要があるため、各分野の研究者たちの著作を分析し、各研究者たちが用い
た視点と手法に注意しつつ、今までの東アジアにおける女神研究の現状を把握する。そし
て、各時代の文献資料や経典を用い、文化交渉学の手法を援用して分析する。これらの仏
教の女神は長い年月をかけ、多くの地域を経て変容されたため、その地域の土着宗教およ
び文化的特徴と深く結びついていることを考慮しなければならない。  
本研究は上部と下部に分かれる。上部の五つの章は「東アジア仏教における多羅菩薩の
位置づけ」であり、下部の四つの章は「東アジアにおける多羅信仰と文化交渉」とする。
上部は史料、経典、図像学の面から多羅菩薩の位置付けを分析する。そして、下部は多羅
菩薩をチベット、中国、日本、韓国の仏教圏における信仰形態を考察する。次に各章につ
いての概要を述べる。  
第一章は、多羅菩薩の性格について考察を行う。ターラーはインドにおいて様々な名称
を持つ神格が元となっており、『サーダナマーラ』にもその名称が数多く出ている。後のチ
ベット、中国などにおいて時代の変遷と共に様々な名称を持つ。多羅菩薩の名称について
分析し、多羅菩薩の神性について、菩薩と仏母という性格についても考察する。  
第二章は、多羅信仰の起源について論ずる。その起源については様々な説があり、いま
だに明らかになっていない。そのため、史料や経典、図像などから分析しながら多羅菩薩
の起源について考察する。  
第三章は、多羅菩薩が説かれている経典はサンスクリット語にせよ、後に翻訳されたチ
ベット語と漢訳経典にせよ、あまりは多くない。今まで伝わってきた経典をめぐって、多
羅菩薩の起源及び信仰の由来について探る。  
第四章は、図像学の分析によって、今までの東アジア各地域の多羅菩薩の図像について
考察し、多羅菩薩の変容を検討する。インドの最古層となるエローラ石窟の多羅菩薩の図
像から、脇侍とした多羅菩薩、主尊とする多羅菩薩、さらに八難多羅菩薩などの様々な多
羅菩薩について、インドの国境を越えて隣のネパールあるいはチベットに伝来した尊格な
どについて比較しながら研究を進める。  
第五章は、曼荼羅（マンダラ）を中心として論ずる。曼荼羅は密教には欠くできない仏
教の芸術であり、その中様々な仏・菩薩などが描かれ、多羅菩薩も一尊の仏母としてよく
描かれる。そして、曼茶羅は経典や流派ごとに異なり、インド密教の歴史の中に数多くの
曼茶羅が生み出され、それをチベットやネパールなどに伝わり、さらに日本にもその跡を
辿れる。そのため、本章において各地域の曼荼羅における多羅菩薩について述べる。  
第六章では、現在のチベット仏教における信仰を考察する。多羅信仰はチベット仏教の
前伝期（七世紀）に伝わってきたが、九世紀に廃仏政策を実施するランダルマ王の出現に
より、その後、仏教は王室の庇護を失うとともに受難の時代を迎え、多羅信仰も一回衰退
となった。そして、チベット仏教後伝期にインドの僧侶であるアティーシャの入蔵を契機
として、再びチベット仏教とともに復興させた。その後、チベットの原始宗教であるボン
教にもこの尊格を取り入れ、ボン教の神となった。現在に至っても、多羅菩薩は、チベッ
ト仏教の各宗派において非常に高く信仰されている女神である。そこで、小チベットと呼
ばれているラダックやチベット本土における作例も比較しつつ研究を進める。  
第七章は、中国における多羅信仰について検討をする。現在の中国仏教圏において、多
羅菩薩はあまり重視されないが、それはもともと全く伝来しなかったのか訳ではない。現
在の『大蔵経』にも数多くの多羅菩薩の関連経典があり、中国大陸における唯一の度母道
場である広仁寺や杭州飛来峰の多羅菩薩の図像を分析しながら、中国における多羅信仰に
ついて解明する。  
第八章は、日本仏教圏における多羅菩薩について分析する。日本では三十三観音のひと
つとして信仰されるのが常である。さらに、筆者は京都で現地調査を行い、たまたま浄土
宗に属する勝念寺にチベット仏教風の多羅菩薩が祀られていることを発見した。ただその
伝来の経路についてはまだ明らかになっていない。京都の勝念寺における多羅菩薩の由来
について検討を試みる  
第九章は、韓国における多羅信仰とその展開について論ずる。韓国においては、その信
仰は現在でも存在していることが韓国の寺院における三十三観音の像を祀られていること
から明らかである。ただ独尊である多羅菩薩は現在韓国の国立中央博物館所蔵の高麗時代
の多羅菩薩の図像のみである。さらに、江原道の寒松寺の旧址に出土し、現在韓国国立春
川博物館に所蔵されている韓国国宝第 124 号の菩薩像についても、現在まで多羅菩薩・文
殊菩薩・普賢菩薩だという様々な議論がある。筆者もこれらの研究を踏まえつつ、韓国国
宝第 124 号の菩薩像について検討し、韓国仏教における多羅菩薩について考察する。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 多羅菩薩は非常に複雑な来歴を有する菩薩である。チベットにおいては盛んに祭祀され
ているが、他の東アジア地域ではそれほど信仰は強くない。もともとはインドの女神に由
来すると考えられるが、その源流も定まってはいない。日本や韓国では三十三観音のひと
つとして祀られるが、あまり目立たない存在である。本論文はこの複雑な性格を持つ女性
尊について、インドとチベット、それに中国・韓国・日本に残されている仏像や絵画、さ
らに経典類の記述をもとに、文化交渉の手法を援用しつつ考察する。本論文によって、各
地域に展開する多羅菩薩の信仰については、非常に明確な姿を把握することが可能になっ
た。その丁寧な手法は大いに評価できる。特に、あまり知られていない日本や韓国におけ
る多羅信仰を、フィールドワークを加えて明らかにした功績は、独特のものがあると言え
よう。ただ、別に摩利支天などの類似の神格の変化を追い、これと比較することによって、
さらに多羅菩薩に関する分析を深めることも可能であったのではないかと考える。これに
ついては、また別に考察を望みたい。  
 ソナン・ジョマ氏は博士課程後期在学中に着実に実績を積み、雑誌論文は校正中のもの
も含めて８本あり、かつそのうち査読付きの論文は４本である。学会における研究発表も
十数度に及び、国際学会においては２度の発表を行っている。今後とも研究成果に期待す
ることができる。  
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。  
 
